
講座番号１５２

令和２年度初任者研修「中学校授業参観」講座（北部）

理科

音楽科

美術科

保健体育科

技術・家庭科（技術分野）

技術・家庭科（家庭分野）



講座番号 152 体系区分 基 本 研 修 主 催 京都府総合教育センター

令和２年度
初任者研修「中学校授業参観」講座（北部）

－理科－
実施要項

講座のねらい 実践発表を通して授業改善の方策について学び、指導力の向上を図る。

京都府教員等
の資質能力の ステージ１ 初任期（１年～６年） 観点：学習指導
向上に関する ・理科の教材研究に取り組み、指導技術を高めることができる。
指標との対応

受 講 対 象 理科担当初任者研修対象教諭（中学校及び義務教育学校）
※該当者は全員受講すること。

受 講 者 数 １０名

日 時 令和２年１０月２２日（木） １０：３０～１７：００

会 場 京都府総合教育センター北部研修所

講義題等 内 容
10:30

講 義 Ⅰ 授業参観の視点 ・授業参観の視点や授業分析の基礎について理解する。

12:00 京都府総合教育センター 主任研究主事兼指導主事 椹 木 高 弘

13:00 実践発表 実践発表 ・実践発表を通して、効果的で実践的な授業展開を習得

する。

14:30 京丹後市立大宮中学校 教 諭 眞 柴 久 和
14:45 講 義 Ⅱ 授業改善の視点 ・実践発表を振り返り、授業改善の方策について協議し、

・ 自己の指導力の向上に生かす。

研究協議
京都府総合教育センター 主任研究主事兼指導主事 椹 木 高 弘

17:00

そ の 他 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、会場は座席の間隔をとり、換気を行います。
マスクの着用、センター玄関での手指の消毒又は石鹸での手洗い等を各自行ってください。

・携行品･･････「中学校学習指導要領解説 理科編」（平成20年）
「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 理科編」
その他、教科担当から指示されたもの

・担当部･･････地域教育支援部 TEL：0773-43-2934



講座番号 152 体系区分 基 本 研 修 主 催 京都府総合教育センター

令和２年度
初任者研修「中学校授業参観」講座（北部）

－音楽科－
実施要項

講座のねらい 実践発表を通して授業改善の方策について学び、指導力の向上を図る。

京都府教員等
の資質能力の ステージ１ 初任期（１年～６年） 観点：学習指導
向上に関する ・音楽科の教材研究に取り組み、指導技術を高めることができる。
指標との対応

受 講 対 象 音楽科担当初任者研修対象教諭（中学校及び義務教育学校）
※該当者は全員受講すること。

受 講 者 数 ３名

日 時 令和２年１０月２２日（木） １０：３０～１７：００

会 場 京都府総合教育センター北部研修所

講義題等 内 容
10:30

講 義 Ⅰ 授業参観の視点 ・授業参観の視点や授業分析の基礎について理解する。

12:00 京都府総合教育センター 研究主事兼指導主事 浅 井 ちとせ

13:00 実践発表 実践発表 ・実践発表を通して、効果的で実践的な授業展開を習得

する。

14:30 舞鶴市立白糸中学校 教 諭 片 岡 里沙子
14:45 講 義 Ⅱ 授業改善の視点 ・実践発表を振り返り、授業改善の方策について協議し、

・ 自己の指導力の向上に生かす。

研究協議
京都府総合教育センター 研究主事兼指導主事 浅 井 ちとせ

17:00

そ の 他 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、会場は座席の間隔をとり、換気を行います。
マスクの着用、センター玄関での手指の消毒又は石鹸での手洗い等を各自行ってください。

・携行品･･････「中学校学習指導要領解説 音楽編」（平成20年）
「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 音楽編」
その他、教科担当から指示されたもの

・担当部･･････地域教育支援部 TEL：0773-43-2934



講座番号 152 体系区分 基 本 研 修 主 催 京都府総合教育センター

令和２年度
初任者研修「中学校授業参観」講座（北部）

－美術科－
実施要項

講座のねらい 実践発表を通して授業改善の方策について学び、指導力の向上を図る。

京都府教員等
の資質能力の ステージ１ 初任期（１年～６年） 観点：学習指導
向上に関する ・美術科の教材研究に取り組み、指導技術を高めることができる。
指標との対応

受 講 対 象 美術科担当初任者研修対象教諭（中学校及び義務教育学校）
※該当者は全員受講すること。

受 講 者 数 ２名

日 時 令和２年１０月２２日（木） １０：３０～１７：００

会 場 京都府総合教育センター北部研修所

講義題等 内 容
10:30

講 義 Ⅰ 授業参観の視点 ・授業参観の視点や授業分析の基礎について理解する。

12:00 京都府総合教育センター 研究主事兼指導主事 奥 野 悦 子

13:00 実践発表 実践発表 ・実践発表を通して、効果的で実践的な授業展開を習得

する。

14:30 舞鶴市立城北中学校 教 諭 大 戸 啓 江
14:45 講 義 Ⅱ 授業改善の視点 ・実践発表を振り返り、授業改善の方策について協議し、

・ 自己の指導力の向上に生かす。

研究協議
京都府総合教育センター 研究主事兼指導主事 奥 野 悦 子

17:00

そ の 他 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、会場は座席の間隔をとり、換気を行います。
マスクの着用、センター玄関での手指の消毒又は石鹸での手洗い等を各自行ってください。

・携行品･･････「中学校学習指導要領解説 美術編」（平成20年）
「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 美術編」
その他、教科担当から指示されたもの

・担当部･･････地域教育支援部 TEL：0773-43-2934



講座番号 152 体系区分 基 本 研 修 主 催 京都府総合教育センター

令和２年度
初任者研修「中学校授業参観」講座（北部）

－保健体育科－
実施要項

講座のねらい 実践発表を通して授業改善の方策について学び、指導力の向上を図る。

京都府教員等
の資質能力の ステージ１ 初任期（１年～６年） 観点：学習指導
向上に関する ・保健体育の教材研究に取り組み、指導技術を高めることができる。
指標との対応

受 講 対 象 保健体育科担当初任者研修対象教諭（中学校及び義務教育学校）
※該当者は全員受講すること。

受 講 者 数 １５名

日 時 令和２年１０月２２日（木） １０：３０～１７：００

会 場 京都府総合教育センター北部研修所

講義題等 内 容
10:30

講 義 Ⅰ 授業参観の視点 ・授業参観の視点や授業分析の基礎について理解する。

12:00 京都府教育庁指導部保健体育課 指導主事 森 川 喜 宏

13:00 実践発表 実践発表 ・実践発表を通して、効果的で実践的な授業展開を習得

する。

14:30 宮津市立宮津中学校 教 諭 原 田 美智子
14:45 講 義 Ⅱ 授業改善の視点 ・実践発表を振り返り、授業改善の方策について協議し、

・ 自己の指導力の向上に生かす。

研究協議
京都府教育庁指導部保健体育課 指導主事 森 川 喜 宏

17:00

そ の 他 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、会場は座席の間隔をとり、換気を行います。
マスクの着用、センター玄関での手指の消毒又は石鹸での手洗い等を各自行ってください。

・携行品･･････「中学校学習指導要領解説 保健体育編」（平成20年）
「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 保健体育編」
その他、教科担当から指示されたもの

・担当部･･････地域教育支援部 TEL：0773-43-2934



講座番号 152 体 系 区 分 基 本 研 修 主 催 京 都 府 総 合 教 育 セ ン タ ー

令和２年度
初任者研修「中学校授業参観」講座
－技術・家庭科（技術分野）－

実施要項
講座のねらい 公開授業の参観を通して授業改善の方策について学び、指導力の向上を図る。

京都府教員等 ステージ１ 初任期（１年～６年） 観点：学習指導
の資質能力の ・主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、ＩＣＴ活用も含め、授業改善に取り組むこ
向上に関する とができる。
指標との対応 ・学習過程や成果に対して評価や評定を行うことができる。

受 講 対 象 技術・家庭科（技術分野）担当初任者研修対象教諭（中学校）
※該当者は全員受講すること。

受 講 者 数 １名

日 時 令和２年１０月 ８日（木） １０：３０～１７：００

会 場 京都府立工業高等学校（福知山市石原上野45）

講義題等 内 容
10:30

講 義 Ⅰ 教科指導の基本的な在り方 ・言語活動の充実、主体的な学習を促す指導の工夫等、授業
授業参観の意義と視点 力向上の方策について理解を深める。

・授業参観の視点や授業分析の基礎について理解する。

10:40 京都府総合教育センター 主任研究主事兼指導主事 由 良 正 樹
10:40 授業参観Ⅰ 公開授業 ・授業参観を通して、効果的で実践的な授業展開を習得す

る。

11:30
11:40 京都府立工業高等学校 教 諭 宮 部 和 真

講 義 Ⅱ 授業改善の視点 ・授業参観を振り返り、授業改善の方策について協議する。
教科目標と授業構想 ・研究協議を通して自己の授業実践を振り返り、単元構想に

基づく効果的な教科指導の在り方について理解を深める。

12:30 京都府立工業高等学校 教 諭 宮 部 和 真

13:40 京都府総合教育センター 主任研究主事兼指導主事 由 良 正 樹

授業参観Ⅱ 公開授業 ・授業参観を通して、効果的で実践的な授業展開を習得す

14:30 る。

14:50 京都府立工業高等学校 教 諭 髙 見 翔 馬

講 義 Ⅲ 授業改善の視点 ・授業参観を振り返り、授業改善の方策について協議する。
・ 教科目標と授業構想 ・研究協議を通して自己の授業実践を振り返り、単元構想に

研究協議 基づく効果的な教科指導の在り方について理解を深める。

17:00 京都府立工業高等学校 副 校 長 野 村 善 之
教 諭 髙 見 翔 馬

そ の 他 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用、会場玄関での手指の消毒又は
石鹸での手洗い等を各自行ってください。

・携行品････「学校の教育力の向上を目指して－教職の手引き－」
「中学校学習指導要領解説（技術・家庭編）」（平成20年告示）
「中学校学習指導要領解説（技術・家庭編）」（平成29年告示）
「評価規準の作成、評価方法等の工夫と改善のための参考資料」(平成23年）
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（中学校技術・
家庭）

・担当部･････地域教育支援部 TEL：0773-43-2934



講座番号 152 体系区分 基 本 研 修 主 催 京都府総合教育センター

令和２年度
初任者研修「中学校授業参観」講座
－技術・家庭科－（家庭分野）

実施要項

講座のねらい 実践発表を通して授業改善の方策について学び、指導力の向上を図る。

京都府教員等
の資質能力の ステージ１ 初任期（１年～６年） 観点：学習指導
向上に関する ・技術・家庭科（家庭分野）の教材研究に取り組み、指導技術を高めることができる。
指標との対応

受 講 対 象 技術・家庭科（家庭分野）担当初任者研修対象教諭（中学校及び義務教育学校）
※該当者は全員受講すること。

受 講 者 数 ３名

日 時 令和２年１０月２２日（木） １０：３０～１７：００

会 場 長岡京市立長岡第四中学校（長岡京市友岡一丁目２番４号）

講義題等 内 容
10:30

講 義 Ⅰ 授業参観の意義と視点 ・授業参観の視点や授業分析の基礎について理解する。

10:40 京都府総合教育センター 研究主事兼指導主事 内 田 恵 理
10:50 授業参観 公開授業 ・授業参観を通して、効果的で実践的な授業展開を習得

・ する。

研究協議Ⅰ ・授業参観を振り返り、授業改善の方策について協議

する。

12:40 長岡京市立長岡第四中学校 教 諭 西 村 香
13:40 京都府総合教育センター 研究主事兼指導主事 内 田 恵 理

講 義 Ⅱ 授業改善の視点 ・授業参観を振り返り、授業改善の方策について協議し、

・ 自己の指導力の向上に生かす。

研究協議Ⅱ
17:00 京都府総合教育センター 研究主事兼指導主事 内 田 恵 理

そ の 他 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、マスクの着用、会場玄関での手指の消毒又は
石鹸での手洗い等を各自行ってください。

・携行品･･････「中学校学習指導要領解説 家庭編」（平成20年）
「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 家庭編」
その他、教科担当から指示されたもの

・担当部･･････地域教育支援部 TEL：0773-43-2934


